
フラッグシップ輸出産地の概要

Japan potato有限会社（代表取締役 田村 悠太）

主な輸出先国 シンガポール、香港等（2023年） 輸出実績 760百万円（2023年）

対象となる
地域

鹿児島県鹿屋市、千葉県成田市、茨城県鉾田市

台湾ドンキ販売風景

各国向け生芋出荷 各国向け加工品出荷

香港ドンキ
タイアップ宣伝車

・2018年から輸出事業を開始。輸出量の拡大に伴い、鹿児島県
だけでなく茨城県、千葉県の生産者と契約し商品を確保して
いる。

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・需要に対応した良質な商品の安定的な確保のため、鹿児島県外
からも商品を確保している。

・国際認証の取得として、グローバルGAP認証とUSDA（米国）の
有機認証を取得済。栽培技術・ノウハウを協力生産者に共有・
展開している。

・海外向けの商品については、厳しい商品選別と当社独自の基準
でキュアリング処理を行うことで品質を維持している。

★独自のキュアリング工程により歩留まり率の高い商品の出荷
★PPIH様などとの連携の下、東南アジアを中心とした豊富な輸
出経験あり

アピールポイント

輸出
品目

青果物
（かんしょ）

お問合せ先 （TEL）0994‐35‐16001600 担当：田村HPリンク https://japapo.co.jp/

https://japapo.co.jp/
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